
 

平成２９年１１月３０日 

港 湾 局 計 画 課 

 

国際クルーズ旅客受入機能高度化事業（第２回募集分）を採択しました 

～クルーズ旅客の利便性、安全性の確保等を図る事業を実施～ 

 

1 秋田港 秋田県 待合施設 6 神戸港 神戸市 旅客上屋等の改修

2 仙台塩釜港 宮城県 移動式照明 7 厳島港 広島県 屋根付き通路

3 横浜港
新港ふ頭客船
ターミナル株式会社

駐車場 8 徳島小松島港 徳島県 貨客分離フェンス

4 金沢港 石川県 駐車場 9 八代港 熊本県 駐車場

5 四日市港 四日市港管理組合 大型テント 計 9港
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【事業概要】 

・港湾におけるクルーズ旅客の利便性や安全性を確保し、円滑な受入れを促進するため、

地方公共団体（港務局を含む。）又は民間事業者が実施する屋根付き通路や移動式ボー

ディングブリッジの設置等に要する経費に対して補助を行います。 

 

【添付資料】  

・別添１ 平成２９年度 国際クルーズ旅客受入機能高度化事業 第２回事業採択港一覧 

・別添２ 【参考】国際クルーズ旅客受入機能高度化事業の概要 

 

【その他】 

・制度の詳しい内容や募集要領等の関連資料につきましては、以下の国土交通省ＨＰを

ご参照下さい。 

（URL： http://www.mlit.go.jp/report/press/port03_hh_000034.html） 

 

 

 

 【お問い合わせ先】 

国土交通省港湾局計画課  入江、宮本 

電話：03-5253-8111（内線 46-327、46-348） 直通：03-5253-8668 ＦＡＸ：03-5253-1650 

 

国土交通省では、平成２９年度から、訪日クルーズ旅客数５００万人の実現に向けて、

クルーズ旅客の利便性や安全性の向上及び物流機能の効率化を図るため、国際クルーズ

旅客受入機能高度化事業（補助率１／３）を開始し、今年度６月に第１回募集分の事業

を採択したところです。 

今般、平成２９年度第２回募集分として、９港の事業を採択しました。 

（国費合計 １４３百万円） 

 


